
 

令 和 ２年 １月 ２８日 

大洲河川国道事務所 

 

 

 
令和元年の出水対応のふりかえりを行います 

 
～第３回肱川流域（水防災）緊急対応タイムライン策定部会～ 

 

平成３０年７月豪雨後の肱川緊急治水対策等の現状を踏まえ、水防災による肱川

流域住民の人的被害ゼロを目指して策定した、「肱川流域（水防災）緊急対応タイムラ

イン」（試行運用版）について、令和元年９月から運用を開始しておりますが、令和元年

の肱川における出水期対応のふりかえりや令和２年度のタイムラインの検討を行うため、

第３回策定部会を下記のとおり開催します。 

記 

 

日時：令和２年１月３１日(金) １４：００～１７：００ 

場所：大洲河川国道事務所 ２階会議室 

 
本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.1 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への｢支国｣

防災力向上プロジェクト】に該当します。 

 

問合せ先：国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所 

副所長（ 河川）   阿部
あ べ

 勝
かつ

義
よ し

（内線：204） 

◎ 事業対策官     原田
は ら だ

 隆史
た か し

（内線：208） 

T E L：0893-24-5185 

FAX ：0893-24-2059 

◎：主な問い合わせ先 



肱川大規模氾濫に関する減災対策協議会 

第 3 回 肱川流域（水防災）緊急対応タイムライン策定部会 

 

 

日時：令和 2 年 1 月 31 日（金）14:00～17:00 

場所：大洲河川国道事務所 2 階 

 
 

次 第（案） 

 

 

1．挨拶 【10 分】 

部会長・東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター客員教授 松尾 一郎 

副部会長・愛媛大学大学院理工学研究科環境建設工学コース教授 森脇 亮 

 

2．これまでの取り組みについて 【5分】 

事務局 

 
3．ワークショップ 【160 分】  進行：事務局 

（1）令和元年出水期対応のふりかえり【100 分】 

・情報提供「出水期の気象現象について」 

松山地方気象台 

・意見交換「出水期対応でうまくいったこと・困ったこと」 

 
（2）肱川流域（水防災）緊急対応タイムライン（試行運用版）の検討【50 分】 

・情報提供「災害想定シナリオについて」 

松山地方気象台 

・情報提供「情報共有サイトについて」 

大洲河川国道事務所 

・意見交換「肱川流域（水防災）緊急対応タイムライン（試行運用版）について」 

 

（3）講評 【10 分】 

 

4．その他 【5分】 


